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１

　謹んで新年のお喜びを申し上げます。

　当院は一昨年から新築移転に伴う引越しや電子カルテへの移行、脳神経外科の休診など

大きな出来事が続き、心ならずも多大なご不便、ご迷惑をおかけいたしました。しかし皆

様のご支援、ご協力によりまして、無事に乗り越え新しい年を迎えることができました。

心より御礼申し上げます。

  電子カルテ化により検査、会計の時間は短縮されるよう努めておりますが、当地域の高

齢化は毎日の外来診療で実感いたしております。これからは診察待ち時間短縮はもちろん、

それ以上に患者様の移動介助、又、診療、検査、投薬等の説明を分かりやすくお伝えする

ことがますます大切になっており、今後も受診しやすい環境を目指し改善して参ります。

また通院困難、施設入所の支援など、今まで以上に医療と行政、福祉の協力が欠かせませ

んので、患者様が安心できるよう、これら関係機関との連携が円滑にいきますよう引き続

き努力して参る所存です。しかし、今年の４月から改訂されます医療費、福祉予算で、ご

負担やご不便が増えることも予想されます

　昨年末、青森県の死亡率が男女とも 5 年連続してワーストワンと報道され、医療に携わ

るものとしましては寂しい限りのニュースがマスコミに度々取り上げられました。原因と

して喫煙習慣や塩分、野菜摂取量の不足、癌検診受診率の低さなど以前から指摘されてお

ります日常生活の注意が守られていない結果といわれております。日々外来で患者様に接

している我々が、よりいっそう日常生活の指導を行い、食生活から生活習慣まで関与して

いかなければ等々考えさせられております。

　当院の基本理念であります「地域住民に信頼される病院を目指し、患者様との心のふれ

あいを大切にします」に沿って４4 年間、無我夢中でやってきました。平成 7 年、病院の

レベルを判定する組織「日本医療機能評価機構」が設立され、当院は平成 12 年より 5 年

毎にその審査を受け、毎回一定レベル以上の病院と云うお墨付きを戴いております。お陰

様で我々がこの地でおこなってきました方向性は、間違っていなかったと、職員一同ます

ますの向上を目指しております。

　これからも、皆様のご要望に応えられるよう努めて参る所存ですので、お気付きの点、

ご指導いただければと存じます。

　本年も皆様にとりまして良い年でありますようお祈り申し上げ新年のご挨拶とさせてい

ただきます。

ごあいさつ

社会医療法人博進会 南部病院

小原 正和 院長

　 ２

　昨年秋、北は北海道から南は九州まで、
全国各地の若手病院経営者 36 名が一堂
に集まり、自院の経営に関する取り組み
を発表する学会が開催されました。
　当院理事長も参加し、子ども職場参観日
やインターンシップ（職場体験）の実施、
医師から環境整備スタッフまで参加する
院内勉強会、さまざまな研修を多職種合
同で行っている当院の取り組みについて
発表しました。
　

当院の取り組みを紹介してきました

活動報告

地域医療継続のために
～人材確保と人材育成～

　日本医療経営学会（東京、御茶の水）

小笠原和人理事長

（ 於　御茶の水　ソラシティカンファレンスセンター）



　１０月２６日、夜間の火事を想定し、少人数体制で防災訓練を行い
ました。
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平成 29 年度防災訓練
　記　櫛桁

夜の火事…

万が一に
備えて…

　消防署へ通報し、

　院内にいる方へ

　状況を放送します

現場確認、初期消火が

大事です
毛布等を使用して廊下を

すべらせて運べば、２人でも

容易に患者さんを安全な場所に

避難させる事が出来ます

「緩降機オリロー」 を使った避難、 放水訓練を行いました

2 階の窓から避難

職場体験内容
・手術室見学
・看護師の仕事体験　
・治療食説明、入院食試食
・入浴補助　など

　編集 宮森

職場体験   三戸高校の生徒さん

　当院では、子供たちの将来の夢を、毎年職場体験を通してお手伝いしております。

　輝かしい未来はこの子供たちの手でつくり、地域の担い手となることを期待し応援

しています。今回、12 月 5 日～ 7 日までの 3 日間、三戸高校 1 年生の生徒さん 4 名

が就業体験学習を行いました。

保護者の感想

点滴の手順 注射の手順

患者さんの体を拭いたり、シーツ交換、特浴介助、注射の手順など看護師さんの業務を体

験しました。本物の点滴と針でドキドキしたけど、看護師さんの気分になれたかな？

手術室体験では、手術前の手洗いを行い、実際の手

術を見学する貴重な体験となり緊張していました。

体験をぜひ今後に
活かして下さい
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かんこうき

※緩降機とは、避難用具の一つで、滑車にロープをかけ窓などから脱出に用います

廊下の消火栓より

実際に放水しました



お知らせ

　この度、当院は 整形外科の知
識と技術をマスターできる施設
と認められ、専門医を取得する
日本整形外科学会の教育病院と
して認定されました。

６

ホームページ リニューアルしました

より分かりやすく、見やすいレイアウトにしました。
今後もよりいっそう充実したホームページにしていきますので、
引き続きよろしくお願い申し上げます。

５

スマートフォンでも
ご覧いただけます

院内が３６０度で
ご覧いただけます

（グーグルストリートビュー屋内版）

当院紹介動画を
公開しております

スポーツ大会をおこないました

優勝は佐藤先生チーム

　 日頃の運動不足を解消する とともに、互いの親睦を深めあう
良い機会となりました。

小原院長、 工藤ナースの選手宣誓

クイズ

フラフープ

卓球
バドミントン

大縄跳び
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　　（平成３０年 1 月発行）

　新しい年が幕を開けました。皆さまにとって良い年になりますようにお祈りいたします。

今号では、小原院長から新年のごあいさつ、理事長の学会発表、院内の出来事として、

防災訓練、三戸高校１年生の職場体験等掲載いたしました。また、ホームページが新し

くなり、取り組み動画やグーグルストリートビューで院内を見学することができますの

で、ぜひご覧いただければと思います。

   まだまだ寒い日が続くこの季節、お身体に気を付けてお過ごしください。

編集後記

　すっかりこの町の風物詩となっている白鳥たちも、

地元の皆さま方のやさしさと出会ったからこそ、毎年渡って来て

くれるようになりました。

　地域の皆さまの健康を考え、幸せを願う私たちが、

白鳥に寄せる郷土の人たちの“愛”から学ぶべきことは沢山あります。

　だから、南部病院のマークは　白鳥にハートのシルエット。
　

　皆さまとの 心のふれあい を求めるシンボルです。

　　[ 表紙 ] 小原院長と医師事務作業補助者の皆さんです。

『医師事務作業補助者』は、多忙な医師の負担を軽減し、ゆとりを持って医師が患者様

に向き合えるよう、医師の事務的な業務をサポートする職種です。当院では現在４名の

スタッフが資格認定を受け、業務にあたっています。

　

　

心のふれあいを大切に


